
≪ 集落営農組織の分類 ≫ *兵庫県での分類形態

分類 経営形態 経営活動内容 分類 経営発展段階 経営活動内容

Ⅰ 法人組織型

集落営農組織が農業生産法
人として登録し、経営体と
して農業生産活動をしてい
る。

Ⅱ 集落一農場型

集落営農組織で、集落1農
場方式等により経営を一元
管理し、自ら経営体として
農業生産活動をしている。

Ⅲ
自作・作業

受託型

集落営農組織で、農業機械
を所有し、一部自ら経営し
たり農作業を受託する活動
をしている。

Ⅳ 作業受託型
集落営農組織で、農業機械
を所有し、農作業を受託す
る活動をしている。

Ⅴ 機械利用型
集落営農組織で、農業機械
を共同で所有し、計画的に
利用している。

Ⅵ
農地・農作業

調整型

集落営農組織で、農業機械
等は所有せず、農地の利用
及び農作業の外部委託を調
整・斡旋している。

＊集落営農の組織形態については、この形態にこだわらず、自分達の地域に合った内容に皆で決めていただく事が重要です。

Ⅱ
作業受託型

(発展中期段階)
主に構成員から作業受託
を受けて営農活動を行っ
ている形態。

①土地利用調整
②機械の共同利用
③農作業受託
④農地保全
⑤地域資源の管理

Ⅲ
農作業調整型
(発展初期段階)

機械の共同利用、農地の
利用・調整を行っている
形態。

①機械の共同利用
②土地の利用調整
③農作業の斡旋
④農地保全
⑤地域資源の管理

経営形態での分類 経営発展段階での分類
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Ⅰ
経営管理型

(発展終期段階)

経営体として営農活動
を行っている形態。

①法人化・法人化計画
②経理の一元化
③土地利用調整
④機械の共同利用
⑤農地保全
⑥地域資源の管理
⑦農作業受託

販売収入

営農組織

構成農家(組合員)

①収益配分

②労賃支払

農作物販売

委託販売

販売収入

営農組織

構成農家(組合員)

作業受託
作業委託

作業料金支

販売収入

営農組織

構成農家(組合員)

機械の貸出 機械の利用

料金支払い


